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1. 諸言 
先行研究では，梁状の制振鋼板において，1 次から 4 次モードまでの共振，反共振モデルの伝

達関数を構築し，そのモデルを FFT アナライザで測定した測定波形にチューニングすることに

より減衰係数を算出し，その減衰係数が評価指標として妥当であるかどうかを検討した． 
そこで，本研究では，制振鋼板の縦寸と横寸のアスペクト比を変更し，伝達関数を利用したモ

デル化を用いて減衰特性を求め，得られた等価減衰比が減衰特性の評価指数として妥当であるこ

とを確認した． 
2. 実験方法 

 実験装置は FFT アナライザ，加振器，アンプ，インピーダン

スヘッドで構成されており，インピーダンスヘッド上部のねじ部

に試験片を固定する．加振法は中央支持，中央加振法とする．試

験片の仕様は図 2 に示すように，長さを 150 ㎜一定とし，幅を

25～100 ㎜まで 25 ㎜間隔で変化させることによってアスペクト

比を変更し，アスペクト比の違いによる減衰特性の違いを比較検

討した．  
モデルは，各モード次数の共振ピークごとにモデルを設定

し，それらを組み合わせることで測定した波形全体への近似

を行う．各モード次数のモデルをそれぞれ掛け合わせた多自

由度系のモデルは次式となる． 

  G(s) ∏ ( )  
上式における，等価減衰比 および を測定波形に

合わせてチューニングすることにより，モデルの近似を

行う．なお，共振および反共振周波数は，実験より測定

される計測値である．また，板状試験片は横曲げモード

の他に縦曲げモード，ねじれモードが表れるため，曲げ

モードのみをターゲットとするためにモード解析が可

能な Solodworks を用いて，実験値の 1 次～3 次の曲げ

モード形の共振周波数を特定した． 
3. 実験結果 

 共振値，反共振モデルから導出した等価減衰比と従来

の損失係数の関係を図 3 に示す．図より，等価減衰比

と従来の損失係数において線形性が確認された．一般に

減衰が大きければピークゲイン値は小さい．この関係を

検証する．減衰特性の評価指標として十分利用可能であ

る．また，図 4 は 3 次モードのゲイン値と等価減衰比

の関係だが，共振ピーク値と等価減衰比の間に相関が認

められた． 
以上より，提案したモデルから導出した等価減衰比は，

制振鋼板の減衰特性の評価指標として十分有効である

ことが検証でき，ここでは示さないが，制振鋼板のアス

ペクト比の違いによる減衰特性の違いが十分に確認で

きた． 
図 4 3 次共振値と等価減衰比の関係 

図 3 等価減衰比と従来の評価指数の関係 

図 1 実験装置概要 

図 2 各試験片 
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